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＜第 55 回通常総会アピール＞  

 

 

大きく変化する情勢について認識を深め、生活協同組合として 

よりいっそうの社会的責任をはたしましょう！ 

 

 

 

いま私たちのくらしが大きく変わろうとしています。 

温暖化による異常気象や洪水･台風などが年々頻発するようになり、地球環境を守る課題は緊迫

したものになっています。国際的な投機マネーによる原油・穀物などの価格高騰は、発展途上国

の食料危機を発生させるとともに、わが国においても食料品・燃料などの必需品の値上げラッシ

ュとして、消費者・農漁業者・中小自営業者のくらしと営業を直撃しています 

また、「構造改革」の名のもとに、雇用制度や医療・年金・福祉の全面にわたる社会保障制度の

改悪がすすみ、4 月からはじまった後期高齢者医療制度は、とりわけ年金暮らしのお年寄りにき

びしい負担をしいています。「ワーキング・プア」や「ネットカフェ難民」という言葉にあらわさ

れるように、「格差と貧困」問題はますます重大化し、生存権を脅かす事態が進行しています。消

費税率アップへむけての動きも、先行きの不安を増加させています。 

 

このようななか、昨年 5 月、制定以来 59 年ぶりに生協法が改正され、今年 4 月から施行され

ました。生協はこんにち、全国で 2400 万人の組合員が参加する日本最大の消費者組織として成

長・発展しています。食の安全・安心の課題をはじめ、医療や社会保障、環境などの分野におい

ても消費者の権利が十分に確保され、一人ひとりが平和で幸せな生活を築くことのできる社会の

実現のために、生協がはたすべき役割と期待は大きなものがあります。改正生協法の理念をしっ

かりうけとめ、適正な組織運営の確立とよりいっそうの社会的責任をはたしていくことがつよく

もとめられています。 

 

本日、京都府生活協同組合連合会は第 55 回総会を開催し、京都における生協への加入組合員数

が 66 万 9500 人を数え、地域・学園・職域・医療・共済などの多くの分野で、旺盛な事業と活動

をすすめていることを確認しました。 

変化する世界と日本の情勢について認識を深めながら、協同組合としての組織特性にふさわし

い事業と活動を推進し、組合員のねがいにこたえていきましょう。そして、地域社会の一員とし

て、さまざまな団体・個人と手をつなぎ、連帯の輪をひろげていきましょう。 

以上 


